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第！9表を第9表に示した実のきょうだいと子どもに対する親族呼称の形式と
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比較すると，爾者の間には次のようにはっきりとした違いがある。
　③実の姉はネーチャンと呼んでいるが，義理の姉はそうは呼んでいない。
ネーサンという呼称の形式を使っている。呼称の形式が両者の問ではっきりと
．異なっている。
　②　実の妹はその名前を呼びすてで呼ぶが，義理の妹を呼びすてで呼ぶこと
はない。　（昭治の場合）
　③　実の弟もその名前を呼びすてで呼ぶが，義理の弟にはそうはしない。
（昭治・友左・俊子の場合）
　④　実の兄はアンチャ・アンチャンと呼ぶが，義理の兄はそうは呼ばない。
（洋子・卓審。友吉の場合）
　⑤　俊子の夫の昇を俊子の実の親・きょうだいが全部ノボルチャンと呼んで
いるのは，俊子が結婚前から昇のことをノボルチャンと呼んでいたことによ
る。最初ノボルチャンという形で渡辺家へもちこまれた名称・呼称の形式に渡
辺家の親・きょうだいがそのまま同調したわけである。治作・サキも娘の婿を
．チャンづけで呼んでいる。
　⑥　嗣じように，洋子は央の享を結婚前はタンジセンセー，またはタンジサ
ンと呼んでいた。渡辺家の親・きょうだいは，洋子がもちこんだタンジセンセ
・一 ﾜたはタンジサンという呼称・名称の形式に同調し，洋子・享の結婚後もそ
れをずっと踏襲しているわけである。治作・サキも娘の婿をタンジセンセー・
タンジサンと呼んでいるのである。
　⑦　治作・サキは，息子の嫁であるツヤ子・容子を一方は名前を呼びすて，
他方はチャンづけで呼んでいる。この違いは，一方が長男の嫁で，嫁入り以来
ずっと治作・サキと生活を共にしているが，他方は　：ceの嫁で，結婚後も治作
・サキと生活を共にしたことがほとんどない（その点では，昇も享も鶴じ’であ
る。）　という違いにもつばらもとつくようである。その違いが，同じ息子の嫁
でも，長男の嫁と二男坊の嫁に対する呼称の違いとなって現われているのであ
ろう。
　このことは，しゅうとめのサキよりも，しゅうとの治作の場合のぼうが一麟
はっきりしている。治作は，長男の嫁は名前を呼びすてで呼ぶが，二男坊の嫁
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に向かっては，名前を呼びすてで呼ぶこともないし，もちろんチャンやサンづ
・けで呼ぶこともない。結燭は「コレ」とか「ソレ」とかの，あいまいな形で呼
ぶことになってしまっている。
　以上に述べたことをまとめると，次のようになる。
　〔原：則6－3〕
　　①渡辺家の親の世代と子どもの世代では，義理の親・子に対しては，親
　　　族であるにもかかわらず，わたしの定義する意味での親族呼称の形式を
　　　全く欠いている場合カミある。これは，実の親・子の揚合には絶対になか
　　　つたことである。
　　②　親族呼称を欠いていない揚合でも，実の親・きょうだい・子どもの揚
　　　合と義理の親・きょうだい・子どもとの問では，そのほとんどすべての
　　　揚合で親族呼称の形式がはっきりと違っている。違わないのは，長掲の
　　　嫁に対するしゅうと・しゅうとめの呼称の揚合だけである。
　　⑨　きょうだいの配偶者や息子・娘の配偶者に対する呼称の形式は，その
　　　きょうだいや息子・娘がそれぞれの配偶者に対してもっている呼称の形
　　　式にほぼ壷金に岡面したものであることが多い。
一187一
（7）要約
　家族や親族が家族や親族としての構造をもっているように，家族や親族の成
員相互の呼称も呼称としての構造をもっている。この親族呼称の構造が家族や
親族としての構造をすべて反映している………などというっもりは毛頭ない。
だが少なくとも，そのある側面を反映していることは間違いないであろう。言
語は現実の反映であるという命題は，親族呼称（という言語）と家族や親族の
構造（という現実）の関係の場合にもそのまま適用しても，いっこうにおかし
くないからである。親族呼称の構造を探ることは，この意味で家族や親族その
ものの構造のある側面を明らかにすることに通ずるということができるだろ
う。言語社会学の学問的課題は，こんなところにもある。
　福島県伊達郡保原町字東台後71・農業・渡辺治作家の揚合を：事例研究の：対象
として，その成員相互の呼称の構造を探ってみると，その全体的な親族呼称の
構造は，次にあげるようないくつかの原則で貫かれていることが明らかとなっ
た。
　〔原則1〕　渡辺家の成員は，目上の親族に封ずる親族呼称には親族名称を・
　　　使う。一，二の例外はあるが，成員の人名を呼称に使うことは，興趣と
　　　してない。また，渡辺家¢）成員は，目下および嗣等の親族に対する親族
　　　呼称にその親族名称を使うことはない。その人名を使うのが原劉であ
　　　る。
　〔原翔2〕　渡辺家においては，央は，すべて妻に対する呼称の形式に妻の
　　　名前（呼びすて）を使い，妻は，夫を呼称するのにすべて子（・孫）の
　　　立場からみての親族名称を使う。ただし，夫も子（・孫）がその揚に居
　　　合わせた場合は，妻を呼称するのに，子（・孫）の立場からみての親族
　　　名称を使うことがかなりの程度ある。
　〔三三3〕　渡辺家においては，特定の親族成員が他の特定の親族成員に対
　　　してもっている親族呼称の形式（家族内・親族内での名称の形式を含め
　　　て）は，容易に変化しない。（同一世代内不変化の原則）
　〔源剣4〕　しかし，渡辺家においては親族呼称（家族内・親族内での名称
　　　　　　　　　　　　　　　一　188　一一
　を含めて）の形式は，世代と世代の切れ置では，かなりはっきりした変
　化を見せている揚合が多い。（世代閥変化の原則）
〔原則5〕　渡辺家の親族呼称の体系についてみられる世代問の変化は，個
　別的・部分的な形でではなく，組織的・全体的な形でおこっている。そ
　して，親の世代から子どもの世代にかけての変化よりも，子どもの世代
　から孫の世代にかけての変化のほうが広汎かっ急激である。
〔原則6〕　渡辺家においては，義理の親・きょうだいなどに対する呼称の
　形式は，実の親・きょうだいなどに対する呼称の形式とは異なってい
　る。
〔原測6－1〕　渡辺家の成員のしゅうと・しゅうとめに対する呼称の形式
　は，実の親に封ずる呼称の形式とははっきりと異なる。オトーサン・オ
　カーサン，オトッツァン・オッカサン，トーチャン・カーチャンなど
　の，父母に対する呼称の形式は容易に採用されない。それに代わって，
　　自分たちの子ども（しゅうと・しゅうとめの立場からみれば，孫）の立
　場からみた呼称の形式，つまりジーチャン・バーチャン，オジーチャン
　　・オバーチャンがしゅうと・しゅうとめに対する自分たちの呼称の形式
　　として容易に採用される傾向がある。
〔原則6－2〕　実の祖父母とおおしゅうと・おおしゅうとめに対する呼称
　　の形式は，はっきり異なっている。おおしゅうと・おおしゅうとめに対
　　する呼称の形式のほうが敬意が高い。
〔原貝讐6－3〕
①　渡辺家の親の世代と子どもの世代は，それぞれ自分たちの義理の親・
　　子に対しては，それが親族であるにもかかわらず，わたしの定義する意
　　味での親族呼称の形式を金く欠いている場合がある。これは，実の親・
　　子の揚合には，絶対になかったことである。
②　親族呼称を欠いていない揚合でも，実の親・きょうだい・子どもの揚
　　合と義理の親・きょうだい・子どもとの問では，そのほとんどすべての
　　揚合で親族呼称の形式がはっきりと違っている。違わないのは，長男の
　　嫁に対するしゅうと・しゅうとめの呼称の場合だけである。
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　　③　きょうだいの配偶者や三子・娘の配偶看1こ対する呼称の形式は，その
　　　きょうだいや息子・娘がそれぞれの配偶者に対してもっている呼称の形
　　　式にほぼ完全に同調したものであることが多い。
　渡辺家の親・子。孫の三つの網代の親族呼称の構造を貫くこれらの帯鋼がす
べて現代日本人一般の親族呼称の構造にそのまま通用する性質のものだとは，
もちろんわたし自身も考えていない。それは，渡辺家における成員間の結びつ
きの構造が現代H本の家族一般における成員問の結びつきの構造を全面的に反
恕しているとは考えられない，というのと金く同じである。
　しかし，渡辺家は現代H本民族の家族であって，異罠族の家族ではない。そ
の限りにおいて，渡辺家の親・子・孫の三つの糧代の親族呼称の構造を貫く上
記の原則は，現代H本罠族一般の親族呼称の構造を相対的にはかなりの部分反
鉄していると考えてもよいだろう。もちろん現代の郷本人一般の親族呼称の構
造を全体的に開らかにするのには，今後この種の事例蕨究を社会階罵や地域を
異にする家族について数多くつみ重ねていく必要がある。事例研究とは別の，
量的な調査をする必要もあるだろう。異民族の親族呼称との比較研究によって
明らかにしていくことも必要である。盤の硬究者にこれらの調査に対する関心
と，もし可能ならば共同硬究とを呼びかけたい。そこでそのためにも，今回の
一つの事例研究によって知ることができたこれら六つの原則について，なおい
くつかのことを次に注記しておこうと思う。
〔原測1〕について
　①　得上の親族に対する親族呼称にはその親族名称（のある形式）を使い，「
藤下および岡等の親族の親族呼称にはその人名を使うという原則。これは，何
も渡辺家の成員だけのことではないと思う。その中でもとりわけ父母・祖父母
など直系尊属をその入名で呼称するということは，H本給の親族呼称の器財に
は絶対になり得ないであろう。（異民族の縞合はどうか。）
　家族や親族に限らず，一般に集団や組織の中で下位のstatusに位置する人
聞が上位のstatusに位置する人間を呼称するのに，その人名を使うことはま
ずないだろう。あっても，そういう例は余9多くないと思う。このことは，今
後広く調査してみないとはっきりしたことはいえない。しかし，手近なことで
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いえば，麟立國語研究所の中で，わたしたち研究所の職員が所長岩渕悦太郎氏．
を呼称するのに，その旧名を呼称の形式（名称の形式ではない）に使うことは．
ない。つまり，面と向かって岩渕所長を「岩渕さん」「岩灘悦太郎さん」…一一■・
…などと呼びかけることはない。そうではなくて，「所長」というそのstatus・
を表わす名称を呼称の形式にする。使ってみたことがないから，わからない・
が，もしわたしたち順鞘所の職員が所長に向かってその岩渕悦太郎という人者
をそのまま呼称の形式にしたら，藩長は，おそらく大変不快がるだろうと思．
う。そうすることは，所長に対して失礼なことなのである。
　このように，一般に組織のkで下位のstatusに位するものが上位のstatus・
にあるものを呼称するのに，そのstatusを表わす名称を使い，その入名を口
にすることを避けるというのは，おそらく名前に対するタブーの観念に結びつ
くものなのだろうと思う。そして，この名前に対するタブーの観念は，たとえ
ば名前に対するH本人の次のような伝統的な生活意識ともきわめて密接な関係．
があると考えられる。
　　元来一家に於ける親子関係といふものは血の関係があるから非常に密接で
　あるのは勿論であるが，我が国の習俗としてはそれが一定の生活意識を以て
　表現されている。即ち先づ命名は子の出生にとっては一大行事であって，名
　は生命と同じものとする観念から，名に於て生れた者の生命が表象されるの
　で，子供の命名を親が行ふことは，子供の生命が親によって与へられるとの
　意識を生ずるのであって，それは親の生命を分与するといふ形に於て行はれ
　るので，子供の呼び名に親の通称を加へるといふ習俗も起るのであるが，こ
　れは子に対する親の金的支配を表象するものであるから，その半面に於て又
　子に対する金的保護にも任ずべき筈のものであった。（有賀嘉左衛門氏「名
　子の賦役（上）」『社会経済史学』第3巻第7号　昭和8年　P．48）
　わたしたちの伝統的な生活意識では，人名は，決して単なる符号ではなかっ
たのである。親族呼称の問題は，ここで日本人の名前や呼称一般の問題，さら
には書霊信仰といったものに，問題が大きく展開していくことになる。（日本
人に限らず，異民族の場合はどうか。）
　ある人を呼称（または言及）するのに，その人の人名を使わず，その人をそ
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の人の子どもの父（または母）というふうに呼称（または言及）する形式。目
本人の場合に翻訳していうと，たとえば，太郎氏を呼称（喬及）するのに，「
「タロ・一一サン」というふうにその名前をBにすることは避けて，その子どもの
名前（たとえば正雄）を使って，　「マサオチャンノ　オトーサン」というふう
に呼称（言及）すること。このような呼称（言及）の仕方は，民族学者による
と，多くの民族に共通してみられるということであり，民族学では，これをテ
クノニミー（teknonymy）という術語でよんでいる。
　わたしが上に述べた親族呼称の問題は，おそらくこのようなテクノニミーの
現象とも関連してくるものであろう。
　前代においては，特に貴族や武士などの上位の社会階層においては，実名あ
るいは名のりのほかに，それといっしょに仮名（けみょう）あるいは呼び名を
もち，N常の呼称は，実名を避けて，呼び名を呼ぶのが普通であったという。
かつて穂積陳重氏が，その著『実名敬避俗の研究』（1926年）において命名し
たという，このいわゆる実名敬避の習俗も，名を実体そのものと陶格に考える
鷺本入の伝統的な生活意識に根をおくものであろう。
　親族呼称の調査研究は，問題をたぐっていくと，このような入名一般の研究
と強固に結びついていくのである。
　②　おじ・おばなどの傍孫の尊属や兄・姉などになると，親族呼称にその名
称を使うという原則ま，薩系の尊属の揚合に比してその強制力が若干ゆるいよ
うにも思う。つまりおい・めいがおじ・おばを，また弟・妹が兄・姉を呼称す
るのに，その親族名称を使わないで人名を使うという事例がある。しかし，こ
のやりかたがどのような特性をもった階層のどのような家族にどの程度行なわ
れているかは，今後の調査にまたなければならぬようである。
　③　目下および同等の親族に対する親族呼称にはその親族名称を使わないと
いうこともH本人一般の親族呼称のほぼ絶鮒的な原則といってよいように思
う。入名または愛称を呼称の形式にするわけであるが，問題は，その仕方にど
のようなものがあるか。呼びすてにするか。　「～～サン」や「～～チャン」づ
けにするか，愛称にするか………などなど。それが直系の親族と傍系の親族と
でどうちがうか。どのような社会学的特性をもった家族の場合にはどのように
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なっているかなどの問題の調査は，すべて今後にのこされている。
　〔原剛2〕について
　①夫は妻を名前（呼びすて）で呼称するのに，妻は夫を名前で呼称するこ
とはないというはつきりした原則であるが，これは，夫と妻の関係に〔原則
1〕がそのまま適用されたものと彰えてよいだろう。社会階層や地域・世代…
……ﾈどの違いに応じて，他の家族の揚合は，それぞれどんな原剛をとってい
るだろうか。
〔原則3〕と〔原則4〕について
　①　〔原劉3〕を仮に渡辺家における親族呼称の「同一世代内不変化の原
則」と名づけたが，これは，この報告の最初に引きあいに出した岩手県江刺市
岩谷堂のK氏の少年網代の事例とぴったり対応するものである。事例研究や多
人数を対象とした彙的な調査をつみ重ねてみなければ，もちろんはっきりした
ことはいえないけれども，わたしは，渡辺町のこの原則ま何も渡辺家ばかりで
なく，日本入一般の親族呼称のもつ原鋼として，かなりの程度広くあてはめる
ことができるのではないかという仮説をもっている。というのは，それには次
のことが考えられるからである。
　親族呼称は，親族名称と異なる。AがBとの対話の中で，自分の親族Cにつ
いて雷門（to　refer）する際に使用する親族語。それは，わたしの定義では親
族名称であって，親族呼称ではない。そして，この対話の閉合の言及のための
親族i語にどのような単語が使われるかは，もっぱらAとBとの対話の揚面，と
りわけAとBとの関係によって決定される揚合が多い。
　たとえば，Aは東：京山の手の育ちの男性で，　CはAの父親，そしてBはAの
家族のものであれば，AはおそらくCについて「お父さんが～～」と書及する
だろう。Bが会社の上司であって，　Aにとっては相当の心理的距離のある人物
ならば，’ `は，おそらくCを「わたしの父が～～」と雷及するだろう。BがA
の親しい友入であれば，Aは，おそらくCを「おれのおやじが～～」と欝及す
るだろう。つまり親族名称は，場面によって変化することができる性格をもつ
’ている。いや，変化しなければならない性：格をもっている，といったほうが正
しいだろう。
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　ところが，親族呼称の揚合はこれとはちがう。仮にAがCをトーチャンと呼・
称（to　address）しているとすれば，　AとCとの結びつきは，　AがCをトーチ
ャンと呼称していることの上にでき上がっていると言えるだろう。それをある
野面ではCをオトーーサンと呼称し，他のある揚卸では同じCに向かってオト
ッツァン，もう一つ別の揚颪ではオトッツァ，またはチャンと呼称するといラ
ことは，トーチャンと呼称することの上にできあがっているAとCと結びつき
（少なくともCに対するAの結びつき）を破壊することを意味する。
　親族呼称は，この意味ではその親族と親族の結びつきそのものだ，というこ
とができる。結びつきが変われば，親族呼称も変わるだろう（もちろん変わら
なければならない，ということではない）。　しかし，結びつきが変わらないの
に，親族呼称が変わるということは，そう簡単には起こらないだろう。
　渡辺家の治作・サキは，現在すでに60歳をこえて老人の伸問入りをしてい呑
が，おそらく今後もっと年老いてなくなるまでそれぞれ自分の父・母のことを
オトッツァン・オッカヤンと呼称していくだろう。岡じように昭治・友左以下
6人の子どもたちも，おそらく将来あるいは年老いてなくなるまで，治作・ナ
キのことをトーチャン・カーチャンと呼称しつづけていくことだろう乏思う。、
　もちろん場面によっては，孫の立揚からみてのオご一チャン・オバーチャン
などの呼称の形式に移行することはある。だが，トーチャン・カーチャンから
オトーサン・オカーサン，あるいはオトッツァン・オッカヤン，さらにはチャ
ン・オッカ，パパ・ママ………などなどの父・母を意味する他の呼称の形式に．
移行することは，おそらくはとんどありえないことだろうと思う。昭治・友左
たち6人の子どもの治作・サキに対する結びつきは，将来いつまでもこのトー
チャン・カーチャンと呼称する関係の上に構築されているはずのものだからで
．ある。
　このことは，今後の追跡調査によって明らかにされねばならないが，同時に．
社会階摺や地域・世代の異なる他の多くの家族についても調査して，それがど’
の程度普遍的なものなのかを確かめてみる必要がある。
　②　同一一・L一代の中では変化はなかなか起こらないから，もし変化が起こると
すれば，それは世代と世代の問で起こることになる。わたしは，これを仮に渡
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国家における親族呼称のr世代間変化の原則と呼んだ。これも渡辺家だけの
ものか，それとも渡辺家ばかりでなく，他の多くの家族の；事例にもいえるもの
なのかどうかは，今後の調査にまたねばならない。
　③　渡辺家の親族呼称にみられるこの〔原即3〕と〔原則4〕の二つの原劉
は，程度の差こそあれ，渡辺家における親族呼称以外のことば一般の揚舎にも
あてはめることができるように思う。親族の呼称だけでなく，総じて渡辺家の
ことば一般が変化を見せているとすれば，それは，岡一世代の生活史の申でよ
りは，世代と世代の問での揚合のほうが多いように観察される。言語の世代的
変化の原論の一つを示しているのであろうと思う。やはり今後くわしく調査し
てみるだけの価値がじゅうぶんにある課題である。
〔原品5〕について
　①　この原話も，渡辺家ばかりでなく，日本人の他の家庭にもかなりの程度
適用することができるだろう，と現在予想している。
　②　この原鋼は，　〔原劉3〕　〔原劉4〕と嗣じく，親族呼称だけでなく，渡
辺家の，世代的にみたことば一般の変化にもかなりの程度適用することができ
るように観察される。さらには，渡辺家ばかりでなく，日本人一般の家庭にも
かなりの程度あてはめることができる原点のようにも思う。①に述べた予想と
合わせて，これも今後の調査によってぜひ検証してみたい。
〔原刻6〕について
　①　実の親・きょうだいなどに対する親族呼称と義理の親・きょうだいなど
に対する親族呼称の形式が異なっているというのは，同じ親・きょうだいなど
でも，義理の親・きょうだいなどと実の親・きょうだいなどとでは，それに対
する入間的な結びつきの性格がはっきりと異なっていることを反映したもので
ある，と解釈する。
渡辺サキは，自分の嫁入P当時，つまり今から40年以上も昔の，大正時代末
期のころを回想して，次のように述べている。
　　「わたしたちが娘のころは，嫁になるとき母親からこう言ってさとされた
　ものだ。嫁になって，向こうの家へ行ったら，しゅうと・しゅうとめは，必
ずオトッツァン・オッカサンと呼びなさい。お前がこれまでわたしたちに向
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　かって使っていたチャン・オトッツァ・トッツァ，それにオッカヤン・オッ
　カなどの呼びかたは，先方のしゅうと・しゅうとめに向かっては絶対に使っ
　てはいけない。
　　嫁にいって，向こうで最初の朝を迎えたとき，しゅうと・しゅうとめに朝
　のあいさつをしなければいけない。そのときは，両手をついて必ず「オトッ
　ツァン，オッカサン，オ早ウ　ゴザイマス。」　とあいさつするように。恥ず
　かしいだろうが，こういうことは最初が大事だ。それこそ清水の舞台からと
　．びおりる気持になってやりなさい。いっぺん言ってしまえば，あとは楽だ。
　　嫁がしゅうと・しゅうとめをオトッツァン・オッカサンと呼べないようで
　拡，その嫁が笑われるばかりでなく，嫁の親まで笑われる。わたしのこと
　は，これまでどおり，オッカヤンでいい。しかし，しゅうとめのことは必ず
　オッカサンと呼んでくれ。
　　これが，わたしたちが娘のころの，嫁になるときに親から受けた教育であ
　つた。………」
　チャン・オトッツァ・トッツァやオッカヤン・オッカなどを使っている人か
ち見れば，オトッツァン・オッカサンはこれらの形式よりも敬意が高く，かっ
かなりの程度改まった語感をもった形式である。嫁が実の親と義理の親に対し
てそれぞれもっている結びつきの違いは，嫁がそれぞれに講してもっている親
．族呼称の違いに典型的に反映されているのである。
　また，渡辺家の親の世代と子どもの盤代は，それぞれ自分たちの義理の親・
子に対しては，それが親族であ斎にもかかわらず，わたしの定義する意味での
親族呼称の形式を全く欠いている揚合がある。これは実の親・子の揚合には絶
紺になかったことであるというのも，実の親・子に対する親族的な結びつき
と，義理の親・子に対する親族的な結びつきとの違いをはっきりと反映してい
るものであろう。
　②　しゅうと・しゅうとめに対する呼称の形式として，父母に対する呼称の
形式は容易に採屠されないが，富分たちの子ども（しゅうと・しゅうとめの立
揚からみれば，孫）の立場からみた呼称の形式は，容易に採用される。つまり
しゅうと・しゅうとめに向かって，オトーサン・オカーサン，オトッツァン。
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オッカサン，トーチャン・カーチャン………などと呼称することは容易ではな
いが，オジーチャン・オバーチャン，ジーチャン・バーチャン………などと呼
称することはすこぶる容易なのである。しゅうと・しゅうとめに対する嫁（・
婿）の立場に立っての親族呼称を使用するよりも，子ども（しゅうと・しゅう
とめの側からみれば孫）の立場においてのしゅうと・しゅうとめに対する親族
呼称を使用するほうが心理的にずっと安定したものであるらしいのである。し
ゅうと．しゅうとめに対する嫁（・婿）のこのような心理も，嫁（・婿）一・
しゅうと．しゅうとめの人間的な結びつきの構造をとき明かすものとして，立
ちいって調査する価値がじゅうぶんにあるものであろう。
　③　きょうだいの配偶者や息子・娘の配偶者に対する呼称の形式は，そのき
ょうだいや息子・嬢がそれぞれの三縄者に対してもっている呼称の形式にほぼ
完全に同調したものであることが多い。娘やきょうだいがその配偶者をタンジ
センセー（丹治先生）という名称・呼称の形で渡辺家の中にもちこめば，娘の
．きょうだいはもちろん親までが，それに対してタンジセンセーという名称。呼
称の形式をもつ。娘がノボルチャン（昇ちゃん）という形でもちこめば，きょ
うだいはもちろん親までがノボルチャンという名称・呼称の形式をもつ。
　きょうだいの配偶者や息子・娘の配偶考に対する親・きょうだいのこのよう
な呼称の形式は，多分渡辺家の場合ばかりではあるまい。なぜなら，きょうだ
いや息子・娘を介してその家にもちこまれたその配偶者は，親族的にはそのき
ょうだいや息子・嬢を介してのみその家の成員と結びついているにすぎないか
らである。
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